
第３次環境基本計画策定の考え方

【計画の内容】

・これまでの第１次・第２次環境基本計画策定時における市民との議論を尊重し、
日野市の目指すべき環境像を踏襲します

・施策については、現在の取り組みを軸に、行政が実施すべきことを記載した事
業計画とします

・市が行う環境関連事業が網羅されたものとなるよう現状の取り組みの洗い出し
を行います

↓

・第２次環境基本計画に照らし、廃止された取組み、新たな取組みについて整理
し、「目標」・「施策の方向」を再構成します

【作業の進め方】

【整理・再構成のポイント】

１．各分野（目標）間で生じていた政策の設定レベル調整

２．新たに考慮するべき社会課題等を踏まえ目標・施策の整理
・「ごみゼロプラン」の中間検証に合わせ、整合性を図り、施策の方向性
を定めます

・「地球温暖化対策実行計画」を踏まえた目標「低炭素社会を目指すま
ち」について、気候変動に対する「緩和策」だけでなく、「適応策」も
見据え「気候変動緩和・適応を実現するまち」として位置づけます
さらに、２０５０年までのゼロカーボンシティ実現を目指します
なお、「第３次日野市地球温暖化対策実行計画」は、本環境基本計画と
時期を同じくし、令和３年度改定時期を迎えるため、「気候変動適応
策」にも触れた内容に整え、改定します

・第２次環境基本計画中間検証（平成２８年１月）後に策定された「ひの
生きものプラン」を新たな目標「人と多様な生きものが共に暮らせるま
ち」として位置づけます

・「ごみゼロプラン」「地球温暖化防止対策実行計画」「ひの生きものプ
ラン」については、「施策の方向」に続く「施策」以下について、各プ
ランに委ねるものとし、環境基本計画との整合性を図ります

資料１



６つの目標

新たな要素を加え再構成

１．みどりの原風景をつなぐまち

２．水文化を伝えるまち

５つの目標

５．心やすらぐ住みよいまち

４．低炭素社会を築くまち

３．ごみゼロのまち

１．みどりの原風景をつなぐまち

２．水文化を伝えるまち

６．心やすらぐ住みよいまち

４．気候変動緩和・適応を実現するまち

３．ごみゼロのまち

５．人と多様な生きものが共に暮らせるまち

（１）自然度の高い緑の保全

（２）農地の保全と活用

（３）まちなかのみどりの創出・保全

（３）水辺に親しむ空間づくり

（２）雨水浸透・貯留利用の推進

（１）健全な水循環の構築

（４）協働によるみどりの保全・創出

（４）水質の保全

（５）協働による水辺の保全・活用

（１）ごみ排出量の低減

（５）協働によるごみゼロの実現

（４）市民・事業者への啓発

（３）ごみ処理・資源循環システムの整備

（２）リサイクルの推進

（４）地球温暖化の抑制

（３）環境に配慮した交通体系の構築

（２）新エネルギーの導入

（１）省エネルギーの推進

（４）健康的な生活環境の確保

（３）騒音・振動対策の推進

（２）公害対策の推進

（１）日常生活をとりまく環境の充実

（２）協働によるみどりの保全・創出・活用

（１）多様なみどりの保全

（２）協働による水辺の保全・活用

（１）豊かな水環境の保全・創出

（３）広域連携の推進

（２）情報発信・啓発によるごみ減量・資源化の
推進

（１）公民協働によるごみ減量の取組み推進

（３）地域特性に合った適応

（２）温室効果ガス吸収による緩和

（１）温室効果ガス排出削減による緩和

（１）日常をとりまく環境の充実

（２）身近な環境対策の推進

（２）日野らしい自然の保全・育成

（１）生きものと共に暮らせる人と自然の関り
の創出

施策の方向

施策の方向

【第３次環境基本計画】

【第２次環境基本計画】
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（３）人々の生物多様性に係わる関心の増進


